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要 旨 

北九州市では、環境省の１０年たったら更地にして返す、との約束の

もと、２００４年１２月から、ＰＣＢ処理事業が開始された。しかし、

約束の期限まで１年となった現在でも、本市処理予定の１万トンのうち、

６０００トンしか処理が終わっていない。そのようなおくれた状況にあ

るにもかかわらず、環境省は、このままではストックホルム条約で決め

られた２０２８年までに、日本のＰＣＢの処理が終わらないとして、昨

年１０月北九州市に対し、ＰＣＢ６０００トンの処理追加を要請してき

た。 

環境省は、５つの事業所でのＰＣＢ処理期間を延長、かつ、得意分野

の処理をするため、事業所間で処理物のやりとりをするとしているが、

このようなやり方で、ストックホルム条約が守れるとは思えない。そも

そも２００１年に制定され、２０１６年７月までに全量を処理するとし

た、ＰＣＢ廃棄物特別措置法がうまくいかなかったことへの、環境省の

反省と教訓は示されていない。私たち、北九州市民は、こんな成り行き

まかせの環境省のやり方に、翻弄されなければならないのか。 

また、私たちは、危険物を限られた場所に大量に集めることや、長距

離移動させることは、大変危険だと考える。そして何より、１０年たっ

たら更地にして返す、との約束を信じ、ひたすら忍んできた市民の思い

はどうなるのか。 

今、大事なことは、失敗したこれまでの方法の延長線上で対応するの

ではなく、確かに処理できる方向に、大きく方向転換することではない

のだろうか。 
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件   名
ストックホルム条約の遵守とＰＣＢ６０００トン追

加処理への反対について 



ついては、ストックホルム条約の遵守と、北九州市民の命と健康を守

る立場から、下記の３点について、措置されたい。 

記 

１ 今全国にあるＰＣＢを全て処理するため、ＰＣＢの毒性、ＰＣＢの

届け出、ＰＣＢの処理の推進を、テレビなどを使用して広く国民に周

知することを国に求めること。 

２ 未処理のＰＣＢがたくさんあると思われる地域、もしくは、大阪、

名古屋、東京などの人口の多い地域に、ＰＣＢが適性に処理できる工

場を、必要数建設するよう国に求めること。 

３ 環境省から要請のあった、北九州事業所でのＰＣＢ６０００トンの

追加処理を、市議会として認めないこと。 


